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広島現代美術館での個展にて�
（2005.2.22～4.17）�

アート★エッセイ�

生命のあかし�

サナギの時代�

先生が変わる！ 授業が変わる！�

小学校から学ぶ、中学校から学ぶ�

　芸術は人間たちが造っている。ネコやイヌが造ってい�

るのではない。私はネコやイヌに生まれてこなくて本当�

によかったとつくづく思う。それは創造の現場に自らが�

精魂をこめて立ち会って、完成�し�たときの深い深い感動�

の時間にたどりついたときに、最も強く感�じ�る。�

　私は人間と�し�て生まれなければ味わえない芸術の道を�

歩み続けて何十年と美を造り続けてきた。それは日々、�

険�し�い道のりであった。のめり込めばのめり込む程、嵐�

が吹きすさぶ日もあった。心が高揚することも、傷つく�

こともあったが、その度々に心を奮い起こ�し�て立ち上が�

ってきた。この歳になってつくづく思うのは、人生を歩�

む上で一番大切なことは、生きることに勇気をもって闘�

うということ。この決意は私が芸術を志�し�た十代の頃か�

ら連綿と続いた、心からの自分への教えであった。果敢�

な勇気と克己心をもって一人で人生と渡り合ってきた。�

そのために今日まで芸術に挑戦�し�続けてこられたのだ。�

カンバスや紙の上、また他の手段をもって、私はこれか�

らも闘いつづけるだろう。�

　肉体はもろい。限りがある。そ�し�て滅びる。だが、芸�

術は永遠である。そのことを知るために何十年もかかっ�

た。そ�し�て、もろい肉体が私の心にささやきつづけてき�

たものは、生まれ出でた「人間の愛憎」への讃歌。人生�

は華麗の極みである。�

　心が傷ついたときはいつも自分に言ってきかせている、�

「愛はとこ�し�え」と。そう言い続けてきた人間の死や生�

や生き様、そ�し�て絢爛と�し�た人生の息衝き。私はこのこ�

とを感知�し�いつも感動を新たに�し�ている毎日である。�

　何千回も繰り返�し�自分に言いきかせてきたのは、�「愛は�

とこ�し�え」であるということ。この感動をあか�し�とする�

のはカンバスや絵の具や彫刻である。�

　私は地の果てまでも、愛を携えて人間への鎮魂歌を歌�

い続けていきたい。�「愛はとこ�し�え」�。なんというやすら�

ぎをもった響きであろう。�

　私の芸術はこう�し�た中から生まれ出でた、様々な要素�

をもった作品群である。�

（くさま　やよい）�

いき�づ�

草間 彌生�
（アーティスト）�

ART ESSAY

　人の一生を蝶に例えると、思春期というのはサナギの時代です。サナギは硬い殻に覆われて�

いて、外から見るとあまり変化がありませんが、その中では�ド�ラマチックに変化が進行�し�てい�

るので�し�ょう。サナギの中では幼虫から蝶になるために、今までの成長とはちょっと�レ�ベルの�

違う「変身」が進行�し�ています。�

　子どもたちの平均的な発達過程では、12歳ごろから17歳頃の間に思春期があると言われてお�

り、中学生前後に思春期にはいる子が多いようです。思春期にはいった子は身体的な変化が著�

し�いために周りの人たちはそちらの方に目が行きがちですが、目には見えない心の中は地中の�

マグマのように激�し�く動いていて、子どもたち自身が自分は何者なのか不安を感�じ�ながら心の�

変化をもてあま�し�ているのかも�し�れません。�

　子�ど�も�に�と�っ�て�小�学�校�か�ら�中�学�校�に�進�学�す�る�と�い�う�こ�と�は、一�つ�の�カ�ル�チ�ャ�ー�シ�ョ�ッ�ク�で�

す。造形活動の時間も図画工作から美術に変わり、未知のことが多く、最初のうちは緊張�し�が�

ちですが、この新鮮な緊張感はサナギの時代の大切な経験です。この時代に何より大切なこと�

は、自由な思いを込めて行う造形活動を十分に楽�し�むことだと思います。�

　自由に思いを込めて行う造形活動は心の表出です。図画工作や美術の作品は、一人ひとりの�

感性のフィルターを通�し�て心の中を映�し�た鏡のようなもので、このような造形活動を存分にさ�

せることは子どもたちの成長に欠くことのできない大切なことなのです。�

　では、一人ひとりの子どもたちが夢中になり自分の思いを込めた造形活動ができるようにす�

るためには、サナギの時代を指導する教師は何を�し�たらよいので�し�ょうか。�

　小学校の教師はサナギが蝶になった姿を思い、�中学校の教師は幼虫の頃の姿を思いながら�「小�

学校から学ぶ、中学校から学ぶ」という気持ちを大切にサナギたちの成長を温かく支援�し�たい�

ものです。�

第� 回�22
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古澤  圭子 先生�

藤澤  英昭 先生�

長澤  博昭 先生�

小学校から学ぶ、中学校から学ぶ�特集� 特集 ● 小学校から学ぶ、中学校から学ぶ�

座談会「小学校から学ぶ、中学校から学ぶ」�
山口  佳奈美 先生（東京都立川市立第三小学校）�
古澤  圭子　 先生（千葉県柏市立中原小学校）�
奥長  英樹　 先生（東京都世田谷区立船橋中学校）�
長澤  博昭　 先生（神奈川県横浜市立寛政中学校）�

司会：藤澤  英昭　 先生（千葉大学）�

1. 小学校と中学校での「子ども」の違い�
　�

　�

藤澤　�まずお話�し�いただきたいのは、小学生�が中学生になる�

ときに、子どもに起こ�っている変化についてです。�

　特に、造形活動に関�し�て、小学生と中学生はどこ�が違うの�

か、あるいは６歳から�15歳まででどんな変化がある�のか、お�

気づきのところをお話�し�ください。�

山口　�私が中学校から小学校へ�異動�し�てきたときには、カル�

チャーショックという�と大げさですが、�最初の１年目は、�「国�

境を越えてきたな」と�いうイメージがありま�し�た。�

　子どもたちのパワー�もすごい�し�、気がつくと私の手を引�っ�

張って「先生、先生！�来て！見て！」というのが中�学年で、�

高学年の子どもたちも�、適切な題材提案をすればか�なり乗っ�

てくれるなという感じ�がありま�し�た。�

　中学校ですと、どう�し�ても、成績や時間数などの�大きな制�

約の中で美術科と関わ�らなければなりません。�し�か�し�、小学�

校では、時間数は減っ�ていて、現場では「厳�し�い」という声�

が聞こえながらも、２�時間連続�し�てできる、という時間の�ゆ�

とりと、子どもたちも�低学年のころから「図工室は�楽�し�い」�

という環境で育ってい�るので、子どもの「やりたい�」という�

前向きなパワーが真っ�先に感�じ�られま�し�た。�

　また、子どもたちは�、小学６年生ぐらいからぐっ�と中学生�

に近づいてくる感じが�し�ます。�

　私は図工専科と�し�て小学３年生から４年間�子どもたちと関�

わっていますが、幼か�った子どもたちが成長�し�ていって６年�

生ぐらいになると、特�に男の子なんかは見方が変わ�ったり、�

描き方が大人びてきた�りと、すごく変わってくる印�象を受け�

たり�し�ます。�

藤澤　�小学校では、最初の授業�の立ち上げのときの子ども�の�

「ノリ」の違いという�のがありますよね。先生が説�明�し�てい�

るときから、�お尻がもうウズウズ動�いていて、�「先生、�早く引�

っ込め」という子ども�の気持ちがまっすぐ伝わって�きます。�

　�し�か�し�、中学生だと、先生が最後ま�で説明�し�終わるまで、�

ちょっと引きぎみで話�を聞いていて、�説明が終わってから�「そ�

ろそろやるか」という�雰囲気を感�じ�ることもあります。�

　山口先生の話を聞いてい�ると、小学校と中学校を合�わせて�

９年間になったらいいな、�そんなことがあり得るかな�と思い�

ま�し�た。�

古澤　�私も小学校へ異動になった�ときにも、同�じ�ような体験�

を�し�ています。子どもに対�し�て言葉が通�じ�ない、という�レ�ベ�

ルから勉強�し�なければならなかったです�ね。�

　�し�か�し�、子どもの意欲だけは伝�わってくるので、異動�し�た�

ときにはそのパワーに負け�ないようにやっていま�し�た。小学�

校では、技能の問題よりも�まず「思い」が先だと思う�んです。�

　ただ、小学５、６年生に�なると、作品を見る人の目�という�

ものを意識することも始ま�ります�し�、ただ「つくりたい」と�

いうだけ�じ�ゃなく、�「こうつくりたい」とか、�「こう�し�てみた�

い」�という、�「自我の目覚め」�というか、自分の中での�こだわ�

りが増えてくるのではない�か、と思います。�

　そのこだわりについても�、自分の枠の中で満足する�だけで�

はなく、見た人がどう思う�かということまで意識する�ような�

つくり方に変わると思いま�す。自分の個性を出�し�ながらまわ�

りの目も意識する、という�ことですね。�

藤澤　�いろいろなものを見てきて�いるから、自分なりに要求�

水準というものが、自分の�中に出てくるわけですね。�それと、�

自分ができる技能の�レ�ベルとのギャップが、か�なり意識され�

るようになるということで�し�ょうね。�

　それは大体小学校の高学�年から？�

古澤　�早い子だと５年生ぐらいで�すね。おも�し�ろいのは、今�

藤澤　�なるほど。大人同士の関�係、とはおも�し�ろい話が出て�

きま�し�たが、奥長先生、今のお�話を聞いていかがで�し�ょうか。�

奥長　�私は中学校の２、３年生�の担任を経験�し�てから日本人�

学校に異動�し�たのですが、現地で初め�て小学３年生を担任す�

ることになりま�し�た。�

　最初の授業の時に、衝�撃を受けま�し�た。授業の際には、自�

分に子どもの視線が突き�刺さってくるような感じが�するくら�

い、こちらが言おうと�し�ていることを真剣に聞こう�と�し�てい�

たので、かえって自分が�言っていることが不安にな�ったくら�

いです。制作の最中も本�当に楽�し�そうで、作品が壊れたり自�

分の思っていたとおりに�ならなくても、その過程を�楽�し�みな�

がらつくっているんです�ね。そのときまで中学校�し�か知らな�

かった私にとっては、非�常に新鮮な感�じ�で�し�た。�

　その次の年に、今度は�小学６年生の担任になりま�し�た。普�

段の生活では子どもっぽ�い子も多かったのですが、�子どもの�

表現や授業での様子を見�てみると、そんなにノリが�よくない。�

ある一瞬に間があるよう�な感�じ�が�し�ま�し�た。�

　ただ、�「これはノリかすごく�いいな」�と感�じ�たのは、六角の�

箱をつくったときで�し�た。方眼の目盛りが入�っている紙を使�

って、その上に自分で設�計図を書いて制作すること�に�し�たん�

です。�

　そのときは、�形をつくる作業だけだった�のですが、�「こうや�

る」ということが決まっ�ていたので、子どもたちに�とっては�

かえって楽だったのかも�し�れません。子ども自身が�持って�し�

まっている足かせをはず�し�てあげることも必要なの�では、と�

感�じ�ま�し�た。�

　その後、中学校に戻っ�てきて、あらためて中学生�を見ると、�

いろんな経験を�し�てきている分、子どもの中�で「積み重ねの�

結果主義」というか、自�分のやったことの成果が気�になるよ�

うな部分が、自然に蓄積�されているように感じま�し�たね。�

藤澤　�小学校の高学年から中学�生にかけての美術実践の中で�、�

なるまで磨いているという�こともあるそうです。�

　�し�か�し�、そこには、どんどん自�己変容させていく、という�

ことを拒否�し�ているような面もあるわけ�ですから、何らかの�

危険性をはらんでいると私�は考えています。そのあたり�、長�

澤先生はどのように感じて�いらっ�し�ゃいますか？�

長澤　�中学生の３年間の生活を見�ていると、今のお三方のお�

話と同�じ�ような流れを感じます。�

　先ほど、小学校の高学年�になると、自分の表現に目覚�めて�

「人と比べて」という話が�ありま�し�たが、それと同じような�

ことを中学校でも繰り返�し�ているように感�じ�ます。�

　また９年間の小中一貫教�育という話がありま�し�たが、そう�

なると同�じ�人間関係で９年間やっ�ていった場合、�「１回立ち戻�

る」という11～12歳の間の�ものがなくなるわけですよね�。�

　それがいいのか悪いのか�わかりませんが、今の私は、�中学�

１年生という時期が「もう�１回ゼロからやり直せるぞ」�と、�

新�し�く方向性を見つけ直すような�チャンスにもなっているの�

かなという感�じ�が�し�ています。�

　それから、中学校と小学�校とで大きく違う点は、評定�があ�

り、そこから進路の問題が�あります。ですから、授業の�中で�

まで、�「ねぇ、先生」�って言�

っていた子が、５、６年生�

になると、�「おはようござい�

ます、先生」というように、�

子どもの接�し�方も変わって�

くるんです。大人同士の関�

係になりたがるんですよ。�

そこが子ども自身の表現も�

変わってくるタイミングだ�

と思いますね。�

　�

「やることがわかっている�

と、一生懸命やる」という�

ことで�し�たが、ある意味で、�

これは危険だと思いますね�。�

レ�タリングなどもそうです�

が、あらか�じ�めやることが�

決まって�し�まっているわけ�

ですから、目指すところが�

簡単に分かり、そこで安心�

し�て�し�まうんですよね。ま�

た、�「磨く」�という作業にな�

ると、延々と、ツルツルに�

純粋に表現を楽�し�んでくれ�

ているのかということにつ�

いては、教員と�し�ていつも�

心配を抱えています。�

　といっても、パワーは中�

学生にもあると思います。�

だから、最後までそれをな�

くさないで、授業中はもち�

ろん、授業外の時間でも自�

主的に取り組めるように�し�

ていくのが、教師の役目だ�

と思っています。�

　また、コツコツ磨いたり�などの単調な作業そのものを�いつ�

までも続けて�し�まうことがある、という�話がありま�し�たが、�

精神的な不安をたくさん抱�えている年頃ですので、子ど�もた�

ちの中に何か求めるものが�あると思うんですね。�

　個人的な話で恐縮ですが�、私は刃物を研ぐのが好きな�んで�

す。�

　道具の手入れにかこつけ�てお話�し�ますが、大きなパワーで�

ものをつくるときのエネル�ギーと、細心の注意を払って�道具�

の手入れなどの作業に集中�するときのエネルギー、そ�し�てコ�

ツコツ作業のエネルギーと�いうのは、創造の為のエネル�ギー�

と�し�て同等なものだと考えていま�す。�
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小学校から学ぶ、中学校から学ぶ�特集� 特集 ● 小学校から学ぶ、中学校から学ぶ�

奥長  英樹 先生�

2. それぞれの指導実践紹介�

「椅子のある風景  ―幸せの時間―」（長澤先生指導実践作品）�

「線に祈りをこめて  ―ゆれる思い―」（長澤先生指導実践作品）�

「夏の思い出」（奥長先生指導実践作品）�

にどんどん変えていく子も�います。�

　この子の場合も「草履」�というイメージがもともと�あった�

藤澤　�小学校と中学校を一貫す�ると、人間関係とかいろん�な�

ことを含めて、リセッ�ト�するチャンスがなくなって�し�まうと�

いうのは問題ですね。�

　また、中学生は現実�の問題でいっぱい不安を抱え�ていて、�

制度上で抜き差�し�ならないこともあるわけで�す。�

　そんな中で美術とい�うものがどのような立場にあ�るかとい�

うのは、難�し�い問題ではありますよね�。�

　ただ、�一般論と�し�て言えば、�「漫画家になりたい」�、�「イラス�

ト�レ�ーターになりたい」�、�「ヘアデザイナーになりた�い」とい�

う、広い意味で美術・�造形に関わった職業につきた�いという�

気持ちや方向性が芽生�えてくるのも、中学生には多�く見られ�

ます。�

だから、子どもが持っ�ているクリエイティブなエネ�ルギーを�

いつまでも持ち続けて�いってもらいたいと、皆さん�も思って�

いると思うんです。�

　少なくとも、小学校�と中学校を一貫にするとか小�学校を５�

年でやめて残りの４年�間を中学校にするとかの議論�の前に、�

いろいろな試みを行う�必要がありそうですね。�

　�

　�

藤澤　�それでは、先生方にいく�つか意欲的な、おも�し�ろい作�

品を持っていていただ�いていますので、小学校から�のアプロ�

ーチと中学校からのア�プローチの違い、あるいは題�材展開の�

仕方のア�ド�バイスなどをいただけると�ありがたいと思います。�

奥長先生には、時計の�作品を持ってきていただいて�いますね。�

奥長　�この時計の実践のきっか�けは、３年間の中学生活の�最�

後に、自分で材料を選�んで、自分だけの表現を�し�てみよう、�

という提案を�し�たのが始まりで�し�た。�

　機械の機構部分は工�夫を�し�ようと�し�てもどうにもなりませ�

ん。�し�か�し�、あとの部分は、生徒の発�想を生か�し�ていくこと�

ができます。材料も一�人ひとりにあったものを個人�で用意�し�

ていま�し�たね。�

　中学３年生なので、�それぞれ評価が気になる時期�で�し�たが、�

発想とか、素材を選ん�だ理由とか、それをどう加工�するかと�

いうことなどから、そ�の子ら�し�さというのを何とか実現さ�せ�

てあげたいなと思いな�がら授業を進めることができ�たと思い�

ます。�

　また、今日は持ち運�びのできる、また壊れにくい�作品とい�

うことで、女の子の作�品を持ってきたのですが、男�の子は便�

器の形をつくったり、�モンスターをはりこの要領で�つくった�

り�し�ています。洋式の�ト�イ�レ�をつくって、その中で�時計を動�

か�し�たり�し�ていたものもありま�し�た。あと、大きさという�意�

味では、男の子のほう�が思い切りがよいですね。�

で描かせています。�し�か�し�、�絵のうまい子はよいので�すが�「図�

工が嫌いだった」�という子はどう�し�よう、と考えた結果、�「好�

きなものを描いて、それ�を自分の好きな人物画に�し�よう」と�

いうことに�し�たんです。�

　そうすると、生徒は「�ほんとにいいの？」と戸惑�いながら�

も、自分で制作�し�ていきま�し�た。�

　２年生の段階のものと�し�ては、銅板画とか、この�線のもの�

とかです。�

違うことを�し�たい、と感�じ�られるようになります。それ�が見�

つかると、授業は燃えます�。�

　それと、こちらは最近の�実践です。�「椅子のある風景」�とい�

うもので、�「心象風景をつくってみ�よう」という題材です。�

椅子はプロの作家がデザイ�ンされたものをたくさん紹介�し�ま�

し�た。�

　椅子のデザインの勉強も�させながら、授業を�し�ている感覚�

ですね。子どもたちは、結�構おも�し�ろい作品をたくさんつく�

ってくれま�し�た。�

山口　�顔を描くのには抵抗がある�で�し�ょう？�

長澤　�ありますね。　�

山口　�それが今悩んでいるところ�です。６年生は最後だから、�

自�画�像�を�１�回�ぐ�ら�い�描�か�せ�た�い�と�思�う�ん�で�す�が、�「顔�を�描�い�

て」と言うと、子どもから�かなり拒否反応があるんです�よ。�

友だちならいいけど、自分�のは嫌だって…。�

　長澤先生の場合、スター�ト�の時点で描かせるというの�が、�

新鮮に感�じ�ま�し�た。�し�かも、�「いろんな表現の仕方を見つ�けて�

いいんだ」と最初に言って�あげるのは、すごくいいステ�ップ�

だなと思いま�し�たね。�

古澤　�「ほんとにいいの？」なん�て、生徒が言うのもすばら�

し�いですね。�

藤澤　�山口先生にも、小学校の作�品をたくさんお持ちいただ�

いています。ご紹介いただ�けますか。�

山口　�いくつかの題材を持ってき�ま�し�た。ス�ト�レ�ー�ト�に見て�

描いたものと�し�て、３年生の「だいこん�」と５年生の木炭画�

「びん」です。だいこんは�早朝農家のお�じ�さんと畑で待ち合�

わせを�し�て、その場で引っこ抜い�たのものを、そのまま図工�

室へ持ち込みま�し�た。まさに「新鮮ネタ�」�（笑）�。とにかく対�

象そのものの持っている生�命感がすごい。それが自然に�子ど�

もに絵を描かせて�し�まうのです。みずみず�し�く重量感があり�

ます。�

　「びん」の方は、描画材�との新鮮な出会いをねらいま�し�た。�

木炭で手を真っ黒に�し�ながら、パンで消すことに�よって描き�

だ�し�ていく。デッサンと�し�てどうの、という前に触覚的�に描�

く体験をさせたかった。ど�ちらも子どもたちは楽�し�んで描い�

ていま�し�たよ。�

　包装紙やチラシなどの印�刷物をコラージュする手法も�よく�

使います。ゼロから何かを�発想するより、手に�し�て選ぶこと�

から始めるほうが引き出�し�やすいので。�

　また、こちらは鑑賞とか�らめた作品です。５年生の「�日本�

のこころ」は、美術館から�送られてきた日本美術の展覧�会の�

チラシを作品に使わせても�らいま�し�た。気に入った部分を切�

りとって画面に貼り、さら�に絵の具などで自分のイメー�ジを�

わけではないようで、途中�で思い切ってこう�し�てみようとい�

うきっかけがあったようで�すね。�

古澤　�自分の思いを作品に�し�たい、ということですね�。�

奥長　�はい。授業はそれに答える�ことばかりで終わって�し�ま�

います。�

古澤　�中学生の場合、自分イコー�ル作品という、自分の分身�

のようなつくり方をするこ�とがありますよね。�

奥長　�そうですね。ある意味、ち�ゃんと残らないと、自己嫌�

悪になる部分も中学生には�ありますね。�

藤澤　�これは、基本的には、扱う�材料はフリーですよね。そ�

うすると、１人ひとりの生�徒は材料が違うわけだから�、用具�

も違っていて、１人ひとり�が材料と格闘�し�ているという授業�

の場面になりますね。�

　長澤先生にも作品をお持�ちいただいています。�

長澤　�まず、１年生の人物画です�。入学�し�た１年生には、一�

番最初に、自画像とまでい�きませんが、�「自分」�というテーマ�

藤澤　�中学生の場合は、最�

初にイメージがあって、そ�

こに近づけてつくる場合か�

多いと思います。小学生の�

ように、途中でガラッと変�

わって�し�まう場合もありま�

すか？�

奥長　�こういうテーマだと�

ありますね。最初にアイデ�

アスケッチをする子もいま�

すが、それを奨励�し�てはい�

ないので、やっていくうち�

　線のものというのは、�先ほどのコツコツ作業です�。ただコ�

ツコツ磨くだけだと誰で�も同�じ�なので、そこから個性が出る�

ん�じ�ゃないかというように考え�て、実践�し�ま�し�た。生徒たち�

は、本当にはまっていま�し�たね。その線の模様をさ�せるとき�

には、冗談半分、本気半�分で、お香をたいて、イン�ド�の音楽�

をかけていま�し�た。このコツコツみた�いなものも、中学校で�

は「燃える授業」に持っ�ていけるポイン�ト�の一つなのかなと�

思っています。�

　子どもたちは自分で表�現�し�たいものを見つけたい�、また３�

年生になったときには、�先ほどから話があったよう�に、人と�
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ます。その回路の中から、�余計な規制や不安など心配�な部分�

を引っ張ってくるのではな�くて、自分が思ったとおり�に出�し�

ていいんだというところを�分かってくれれば、という�のをす�

ごく感�じ�ま�し�た。�

長澤　�先ほど「中学生のパワーも�あるよ」と言いま�し�たが、�

小学生のパワーはすごいと�思いま�し�た。�

　中学生が小学生に負けて�いるとは思いませんが、そ�の素直�

なパワーというのは大事に�し�たいなと考えます。技術�ではな�

くて、思いがそのまま表現�に出ているというあたりが�、うま�

い、下手を超えた大事なも�のだと感�じ�ま�し�た。�

藤澤　�本当に子どものパワーはす�ごいですね。�

　今日見せていただいた作�品は、中学校の作品もすご�くおも�

し�ろいのですが、小学校の�児童は、とにかく思いがあ�って、�

前後のブ�レ�ーキ要素がなく、それを活動�に移�し�ている、その�

時間の蓄積というパワーは�圧倒的に感�じ�ますよね。�

　そういった子どものパワ�ーを表現するということに�対する�

自信というものは、持ち続�けていって、中学生にまで�広げて�

いってあげたいなと感じま�す。�

　�

　�

藤澤　�ところで、山口先生と古澤�先生は中学校から小学校へ�

と校種が変わっていらっ�し�ゃいますが、小学校の先生�が中学�

校の教科書を持っている、�またその反対の事例を耳に�し�たこ�

とはありますか。�

山口　�ないですね。予算のことも�あるで�し�ょう�し�、現場の先�

生に配る教科書の冊数も結�構シ�ビ�アですから、指導に使わな�

い教科書を配るということ�はまずないですね。手に入�れるに�

は、自分で買う以外はあり�ません。�

長澤　�私も、小学校の教科書を持�っているという先生はほと�

んど聞かないですね。�

藤澤　�各小学校においても、図工�研究を推進�し�ている主任の�

先生はいらっ�し�ゃるわけですから、その�地区で採用されてい�

る中学校の美術の教科書く�らいは、本当は持っている�べきだ�

と思いますね。�

　また逆に、小学校の６年�間の積み重ねで、例えば、�この校�

区の子どもたちはどんな授�業を経験�し�てきているのか、とい�

うことが中学校の先生に伝�わっていると、中学校側と�し�ては�

すごく楽ですよね。�

古澤　�中学校の先生が、授業内で�教科書を使うということは�

多いんですか。�

長澤　�教科書に載っているものは�基本的に授業ではやらない�

ですね。これは個人的な使�い方ですが、自分でも一度�見て、�

生徒たちにも「君たちに合�うような形でやる」という�紹介の�

仕方を�し�ています。�

古澤　�長澤先生のような先生に�教わる子どもはとても幸せだ�

と思います。ただ、教科�書は一読�し�ておくけれども、子ども�

たちのことをあまり考え�ないで自分の過去の経験に�基づいた�

カリキュラムを立てる先�生もいらっ�し�ゃいますよね。�

　ということは、中学校�の先生方の中に時代遅れの�考え方を�

し�ている人が多くなっていると�いうことも言えますよね。�

長澤　�多いということはないと�思いますが、いらっ�し�ゃるこ�

とは確かです。�

　中学校では、学校に１�人�し�か美術の教師がいない�というケ�

ースが多いです。そのう�え研究会にも顔を出さない�というこ�

とになると、自分の世界�に入り込んで�し�まっていて、それが�

子どもに影響�し�てくる、という危険性�がありますね。�

山口　�私が中学校から小学校に�異動�し�たとき、小学校の先生�

は私が疑問にも思ってい�なかったことに疑問を持っ�ていると�

いうことを、すごく感じ�ま�し�た。�

　例えば、美術大学を出�てそのまま中学校の教員に�なると、�

大部分の方が自分が積ん�できた知識や経験に、疑問�を持って�

いないと思います。�

　私も、中学校で「上履�きをデッサン�し�ま�し�ょう」とか「自�

分のシューズを粘土でつ�くりま�し�ょう」と、自分が生徒にや�

らせていたことに対�し�て、何の疑問も持って�いませんで�し�た。�

　ある時、小学校の先生�に「どう�し�て靴を選んだの」�、�「その�

靴にどんな思い入れがあ�るの」�と聞かれて、�「そういう視点で�

見ていなかった」と気づ�いたりすることがありま�し�た。�

　そういった意味で、子�どもの生活の中で思い入れ�のあるテ�

ーマを選んだり、自分が�経験、生活�し�てきたことの中から、�

「これがいいんだ」とピ�ックアップ�し�てあげるという教師側�

の意識が大切だと思いま�すね。�

　また、最近は、教科だ�けでなく、その学年の子ど�もたちが、�

他の教科でどんな勉強を�し�ているのかということも�意識�し�て�

います。子どもたちが他�の教科でいつ頃、どのよう�な学習を�

し�ているのか、そうだったらこ�の時期にこの学年の先生とこ�

んなことを�し�てみよう、といった感じ�です。�

　その場合、たいていは�他の先生からは歩み寄って�こないの�

で、�こちらからひょろひょろ�っと寄っていって、�「こういうこ�

とをやりま�し�ょう」と、ネタを提案�し�ていくという形をとっ�

ていますね。�

　中学校にいたときは、�自分が美術そのものを専門�的に勉強�

し�て�し�まったものですから、ち�ょっと押�し�つけ過ぎていたか�

なという感�じ�が�し�ています。�

古澤　�私もそうで�し�たね。美大で教育よりも�美術の専門の方�

を選んだので、最初の頃�は山口先生と同じような状�態で�し�た。�

重ねて描きこんでいっ�たものです。子どもなりの日�本の印象�

です。�

藤澤　�技法と�し�てはコラージュですが、通常�とは意味合いの�

違った絵画の実践例を�拝見�し�ま�し�た。また、描画材料と�し�て�

非常に画期的な木炭を�使った作品もありますね。　�

　これらの作品を見て�、中学校の先生方から一言い�ただけま�

すか。�

奥長　�山口先生が指導実践され�た作品を見ると、子どもの�思�

いが体のいろいろなと�ころを通�し�て出ているという感じが�し�

ます。その思いの根元�では中学生も同�じ�だと思います。�

　中学生になると、あ�る自分なりの回路を通�し�て表現�し�てい�

「色と色との出会い」（山口先生指導実践作品）�

「大きな大根」と「ウイスキー」（山口先生指導実践作品）�

山口  佳奈美 先生�

3. 小学校と中学校との交流事情�

常にいいと思いますよね。�その１歩が踏み出せないのが�問題�

なのかなと、今感じている�ところです。�

山口　�そういった場では、特に、�６年生でやっていることと、�

中１で何をやるかというこ�とのすり合わせができるとい�いな�

と、すごく感�じ�ます。�

　小・中連携の一環で、地�域の中学校を訪問�し�て授業を見せ�

てもらうことや、逆に中学�校の先生が小学校に来て、感�想を�

言い合うということがあり�ます。�し�か�し�、題材などの教科の�

専門的なすり合わせまでは�、現実にはなかなかできない�で終�

わって�し�まうんです。�

　実際に、私の勤務�し�ている立川市でも、小・中�で合同展を�

やっていて、展覧会の最後�の日に作品を見ながら小・中�両方�

の先生方で懇談するのです�が、話はなかなか深まらない�です�

ね。�

古澤　�話が通�じ�なくなって、結局「小学�校は小学校だけで話�

し�ま�し�ょう。中学校は中学校だけ�で話�し�ま�し�ょう」というこ�

とになって�し�まうんですよね。�

藤澤　�今回のようなやり取りが小�・中学校の間で行われてい�

れば、�中学校の先生も、�「小学校ではここまでやっ�てくれてい�

るんだ」という自信を持て�て、ある意味思い切って授業�を進�

められるところがあるかも�し�れませんね。�

長澤　�私の勤めている地域では、�小学校に中学校の作品を持�

って行っています。作品展�があるときに、中学生のスペ�ース�

を設けてもらって、�「中学校ではこんな作�品をつくりま�し�た」�

ということで、並べてもら�うんです。�

　�し�かも、小学校の先生は感想を�書かせて、それを中学校に�

持ってきてくれるんです。�小学生の素直な言葉で感想を�もら�

えるんですね。　これは、�教員同士の交流に勝るとも劣�らな�

い効果があるかなと思って�います。�

藤澤　�お互いに公開�し�て、それぞれ展示するとい�うのは、い�

い発想ですね。�

　自分から新�し�い情報を求�

めるには、研究会に出られ�

なくても、例えばインター�

ネッ�ト�で情報を探すだけで�

も、まわりの情勢などがす�

ごくわかります�し�、そうい�

う自分以外の世界を知ると�

いうことは大切だと思うん�

です。�

　市や区の展覧会に行った�

り、小・中学校での展覧会�

をお互いに見に行けば、非�
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「りんご」と「チューリップ」（奥長先生指導実践作品）�

「夕陽とともに遊びに来る神」（山口先生指導実践作品）�

4. 「小学校から学ぶ、中学校から学ぶ」�
　�

　�

藤澤　�日本全国にもいろいろな地�域があります�し�、いろいろ�

な事情もあるかと思います�。小学校と中学校のよりよ�い連携�

について、全国の先生に向�けてのメッセージを、先生�方から�

一言ずつお願い�し�たいと思います。�

奥長　�小学生も中学生も、自分ら�し�くありたいとか、自分ら�

し�くものを発想�し�たい、という部分があると思�うんです。�

　小学生だと「子どもら�し�さ」ということで、それが�個性だ�

と言われたりするんですが�、中学生でも、個性の部分�はすご�

くあります。�

　だから、美術の授業の中�でも、自分の個性を出させ�てあげ�

たり、自分が納得�し�てできるものを実現させて�あげたいとい�

うことを、一番強く思って�います。�

　ただでさえ、中学生にな�りたての頃は「並ぶときは�こう�し�

なさい」�、�「制服を着たらこう�し�なさい」というのがあ�るわけ�

ですから、�「図画工作�じ�ゃなく美術だから、�こう�し�なくちゃ」�

というように思っているん�ですね。�ですから、�「そんなことな�

いんだよ」ということを、�最初に分かってほ�し�いと思ってい�

ます。また、私の中学校で�は、校長が推進役になって�地域の�

方と活動�し�ている「理科教育」�（サイエンスア�ド�ベンチャー）�

というものがあります。�

　そのように、私のまわり�にも近くの学校と連携する�地盤は�

あるんですが、先生同士が�交流するのは難�し�いですね。先生�

方の中にも壁があるようで�、なかなかうまくいきませ�ん。�

　そんな中、地域では「文�化村」というものをつくっ�て、陶�

芸をやったりオーケス�ト�ラを編成�し�たりという活動がありま�

すが、そういった活動に先�生方も触発されているよう�な気が�

し�ますね。自分も造形とい�う観点で、交換授業なども�ぜひや�

れたらなと思いま�し�た。�

古澤　�奥長先生からお話がありま�し�たが、地域から教師を動�

かす雰囲気がある、という�のはとてもいいことだと思�います。�

地域の人たちが「先生もっ�と動いて」という提案を、�どんど�

ん�し�てもらいたいですね。�

　学校総体と�し�ても、図画工作や美術の�先生方をもっと外に�

出�し�てもらえるようなシステムが�具体的に出てくれば、もう�

少�し�先生方も動けるのではないか�と思います。�

　特に、図工・美術の教育�の必要性を訴えたいのに授�業数が�

減少�し�ている中で�「やっぱり必要なんだ�」�ということをア�ピ�ー�

ルするためには、教師が表�に向かって発信する場が必�要です。�

　少�し�極端な発想ですが、必要に�迫られる状態まで持ってい�

くという意味で、各地で行�政側に「小・中学校の作品�交流を�

年に１回やりま�し�ょう」と具体的に提案�し�てほ�し�いとも思っ�

長澤　�中学生は、自分の母校で�すから、小学校には行きや�す�

いですね。�

山�口　�小�学�校�の�方�で�も、�「あ�の�子�が�こ�ん�な�作�品�を�描�い�て�い�る、�

つくっている」という�のを見るのは、楽�し�いですよね。�

古澤　�先生方を交流させるとい�うのは、よくありますよね�。�

し�か�し�、本当は「子どもたちが�交流する」というのが一番�手�

っとり早いのかも�し�れませんね。�

長澤　�地域だったら、割と素直�にできそうですね。実際に�、�

私の前任校では、小学�校・中学校の先生と児童・生�徒とが、�

１日授業交流を�し�ていま�し�た。美術だけでなく、料�理をつく�

ったり、七宝焼きをや�ったり�し�ていま�し�た。そ�し�て、中学生�

が小学生を教えたり、�先生が両方いっぺんに教えた�り�し�てい�

ま�し�た。�

　ただ、これは準備が�大変なので、そこまで行かな�くても、�

もっと簡単な方法でで�きることがいろいろあると思�います。�

山口　�小・中連携もただ授業を�見に行くだけでなく、授業�に�

参加�し�てもらうというのもあり�ですね。�

藤澤　�そうですね。また最近で�は、地域の教育施設を橋渡�し�

に�し�て、小学校と中学校の壁を�取り除いていこうと�し�ている�

地域もあります。�

　これは授業ではない�ので、評価、評定には余りウ�エイ�ト�が�

かかっていないわけで�す。その分、子どもたちも主�体的に参�

加できるようになって�います。また、地域ぐるみの�活動だと、�

子どもたちもうまく馴�染むんで�し�ょうね。�

古澤　�ある小学校の先生は、地�域を巻き込んで実践を行っ�て�

いますよね。�「学校ミュージアム」�というもので、以前に森ビ�

ルの方を呼んで行った�ワークショップの結果を発表�する場と�

し�て立ち上げていらっ�し�ゃるんです。学校全体で全�員の作品�

を展示�し�てありま�し�たね。�

　そ�し�て、�ビ�デオを回すためにモニタ�ーが必要だったら、近�

所の電気屋さんから借�りてくるとか、そういう地域�での交流�

がすごく密で、すばら�し�いなと思いま�し�た。�

藤澤　�気持ちさえあれば、そう�いうこともできるというわ�け�

ですよね。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

ています。それくらいの�指導を具体的にやってもら�ったほう�

が、絶対に先生方も動け�ますよね。それが今すごくじ�れった�

いという思いがあります�。�

山口　�小・中学校の教員が交流�するというのは、現実的には�

なかなか、特に、時間的�な制約とか、それぞれの校�務のあり�

方が違うので厳�し�いかも�し�れません。�し�か�し�、先ほどの作品�

交流という話題がありま�し�たが、子どもの作品とい�うのは、�

指導�し�た教師が思っている以上�に、置かせてもらうだけです�

ごいメッセージを発する�と思うんですね。�

　そういうことで、私も�ここ数年、地域の施設に子�どもの作�

品を置かせてもらってい�ます。地域の大人の方の反�応とか声�

が子どもにフィー�ド�バック�し�てくると、子どもはす�ごく励み�

になります�し�、教師の方も元気づけら�れます。�

　あとは、やはり、目の�前にいる子どもは生きてい�ますから、�

今この子たちに必要な教�科からの学びって何だろう�、という�

ことをいつも意識する必�要があると思います。�

　例年やっているからこ�の題材とか、教科書に出て�いるから�

という発想から抜けて、�いつも新�し�い題材を探�し�て、必要な�

ものを子どもたちの前に�並べてあげるというところ�までが、�

教師の大きな仕事だと思�います。�

　並べてあげたら、あと�は子どもに選ばせたり、決�定させる�

という力をつけさせると�いう意識で授業を�し�ていかなければ�

ならないと思います。　�線路に乗せるのでもなく、�完全な放�

牧でもなく、ガー�ド�レ�ール程度の中で「ちょ�っとのびのびや�

ってみない？」という提�案ができるといいかなと思�っていま�

す。また、夏期休業中に�も小・中学校での作品研究�会とかが�

できたら楽�し�いと思います�し�、作品があると話も弾�むかなと�

思います。�

長澤　�子どもに、図工・美術と�し�て何を教えるか、どんな力�

を身につけさせたいのか�ということを、どんな題材�で授業を�

やるに�し�ても常に考えてから子どもに�下ろさなければならな�

いな、と感�じ�ています。ただ楽�し�いだけでもいけない�し�、嫌�

いになって�し�まったらもっといけませ�ん。�

　今やっている授業がこ�の子の将来にわたって何を�もたらす�

のか、また私はこの子に�何を与えてあげたいんだろ�う、見つ�

けさせてあげたいんだろ�う、ということを教師の側�から考え�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

ていくことが大事だと思い�ま�し�た。�

　それから、今日の話の中�で、ずっと私の頭の中に響い�てい�

るのは、�「パワー」�という言葉です。小学�生のパワー、中学生�

のパワー。�し�か�し�、それ以上に、我々教�員がパワーを持って�

いないとやっていけないん�だと思います。�

　美術の場合には、本当は�図画工作よりも教科と�し�ての境界�

線が曖昧模糊なところがあ�って、例えば国語や理科の先�生の�

ところにも教科の関連でひ�ょろひょろっと寄って行ける�。社�

会なんかすぐに寄って行け�ますよね。�

　そういったところで、ま�ず学校内に「美術の先生がい�なか�

ったら大変だ。つなぎがな�くなって�し�まう」�、�「学校が寂�し�く�

なって�し�まった」と感じさせるよ�うな、個々の先生のパワー�

というものがないといけな�いんだろうなと自分に言い聞�かせ�

ています。�

　それから、学校から先生�が出られるようにというご発�言も�

ありま�し�た。それも大事だと思い�ます。�

　ちなみに、奥長先生から�陶芸の話がありま�し�たが、私も、�

地域に陶芸を広げようと思�いま�し�て、陶芸教室を年に何度か�

開いています。�

　そこでは、初めは地域の�お母さん方を対象に�し�た「ＰＴＡ�

陶芸教室」だったんですが�、どう�し�てもその場の雰囲気が固�

くなり、�私自身も緊張�し�てやりづらかったものです�から、�「ぜ�

ひお子さんをつれてきてく�ださい。小学生を」と言いま�し�た。�

　次の機会に、私は美術部�を持っていますので、生徒た�ちに�

「今年からは君たちが先生�をやりなさい」と言いま�し�た。私�

は一番前で腕組み気分でい�たんですが�（笑）�。�

　それがかえって評判がよ�くて、�「あのお兄さんお姉さん�たち�

が教えてくれるんだから行�こうよ」とお母さん方が子ど�もた�

ちを連れて来てくれるよう�になりま�し�た。�

　それから、ある小学校か�らは「今度は夏休みに美術部�の子�

たちを連れて小学校まで来�てください」という注文まで�あり�

ま�し�て、�「や�っ�て�み�れ�ば�地�域�に�も�そ�う�や�っ�て�出�て�い�け�る�ん�だ�

な」ということを実感�し�ま�し�た。�

　地域や学校で、�「美術の先生ってやっぱ�りいるといいな」�と�

いう声がたくさん出てくる�ような教師でありたいと思っ�てい�

ます。　�

藤澤　�４人の先生から非常に示唆�に富んだお話をいただきま�

し�た。�

　この座談会が公開される�時期には、いろいろな研究会�の企�

画であるとか、計画が立ち�上がってくるかと思います。�各地�

で研究的な視点を持って、�そういった活動をぜひ実りあ�るも�

のに�し�ていただきたいと思います�。�

　本日は貴重なお話を本当�にありがとうございま�し�た。�
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　�

　�

　図工室や美術室で生�まれた子どもたちの作品を、�たくさん�

の人に「見に来てほ�し�い」と思っている私たちの、�このアー�

ト�フェスティバルにかける思い�は強い。子どもたちの純真�無�

垢なハー�ト�から生まれてくる造形に絶�対的な信頼をおいてい�

るからである。ぎこち�ないけれど、最後まであきら�めずにつ�

くった一生懸命さと、�失敗を何度も乗り越えた小さ�な�ド�ラマ�

に、完成�し�たときの成就感と自信に、�見に来てくれたたくさ�

んの人たちが感動する�ことを知っているのだ。展示�空間にあ�

ふれる明るい色と素直�な形は、生きているという喜�びに満ち�

あふれる。たくさんの�人たちの心は、そんな空気の�中で活性�

化され、元気になって�いくのである。�

　図画工作や美術とい�う造形活動は実にいいものだ�。�

　神戸は今年、�阪神淡路大震災から10年を迎えた。�6,433人の�

かけがえのないいのち�が奪われたこの街は、この10年の間に�

復興を遂げてきたが、�まだまだたくさんの人たちの�心は癒え�

ていない。10年前、幼�かった子どもたちは、大きく�なった。�

生かされてきたいのち�から生まれた造形作品を展示�すること�

で、この街で暮ら�し�ている人を元気づけよう�――、そんな思�

いがあって、第４回ア�ー�ト�フェスティバルはスター�ト�し�た。�

　�

　�

入る姿に、私の測り知る�ことのできない10年の歳月�の重さが�

あ�る�よ�う�な�気�が�し�た。�「今�は�ご�家�族�み�な�さ�ん、お�元�気�で�す�

か�？」�「は�い、元�気�に�や�っ�て�い�ま�す」そ�ん�な�な�に�げ�な�い�会�話�

に、生かされてきたいの�ちを感�じ�た。�

　小菅先生はすごい実践�をされた。図画工作や美術�は、人の�

歴史を背負うことができ�る。どんなに幼い子どもで�あっても、�

時代を映す証言者となり�得る。その時を生きたとい�う証にな�

るのである。神戸には、�人と防災未来センターがあ�る。他府�

県からの来館者が多いと�聞く。そんな施設に保管�し�てもらい、�

たくさんの方々に見ても�らえたらどんなにいいだろ�う。これ�

らの作品は、永久に保存�される価値がある、と私は�強く思う�

のだ。�

――当時鷹匠中学�校にいた尾崎先生は�――�

　会場で、私に「24歳の�孫から連絡があって――」�と上品な�

言葉遣いで声をかけてき�た年輩の方がおられる。お�孫さんの�

お子さんの作品かと勝手�に思いこんでいた私は、該�当する名�

前がないことに気がつき�、�「も�し�か�し�て、�お孫さんが10年前に�

作られた作品ですか？」�と聞くと、�「孫の家に飾ってあるもの�

で――」と答えられた。�

　展示されている作品を�食い入るように見られてい�たおばあ�

さん�に�も10年�の�歴史�が�あ�る。紙粘�土�で�作ら�れ�た�額の�中�の�WE 

LOVE KOBEという文字が、心に�し�みる。制作されたお孫さ�

んがこの10年の間、よく�ぞ捨てずに保管されていた�ものだと�

感動に近いものがこみあ�げてくる。家の中に飾って�あるのだ�

から、おそらくご家族の方�は、これを見るたびに、震災�当時�

を思いだすにちがいない。�尾崎先生が、出品をお願い�し�たと�

ころ、ご家族の方たちは、�大変喜んでいたと耳に�し�た。�

　この作品を制作�し�た当時、鷹匠中学校は、避難�所となって�

おり、仮設校舎で授業をさ�れていた。苦�し�い環境の中ではあ�

るけれど、美術の授業では�、笑顔がたくさんあったであ�ろう。�

指導された尾崎先生は、と�にかく人を包み込むような温�かさ�

があって、その作品をいと�お�し�むような感情が生徒にも�伝わ�

ったのではないかと思って�し�まう。その年の秋、毎年行�われ�

ていた文化発表会は、規模�を縮小�し�て実施された。展示スペ�

ースが確保できずに、それ�でも仮設校舎の横に設置され�てい�

たネッ�ト�にひっかける形で、この�WE LOVE KOBEの額は何�

とか展示された。�たくさんの　�―WE LOVE KOBE―　�何度も繰�

り返されたこのフ�レ�ーズは、きっと子どもたちの�心を勇気づ�

けたにちがいない。�

――　�渚中学校の谷野先�生は　�――�

　渚中学校は、�震災後に作られたHAT KOBEにある新�し�い学�

校である。�地域には震災復興住宅が�あり、�WHO、�人と防災未来�

センター、�赤十字病院など防災の拠�点となる施設が多い。�震災�

10年を迎えて谷野先生は、�総合的な学習と美術とを関連�づけ�

た、Ｔシャツづくりを思い�つく。そ�し�て、子どもたちの集団�

をマ�ー�チ�ャ�ン�ダ�イ�ザ�ー�（�企�画�・�開�発�）�、�デ�ィス�プ�レ�イ�（�展�示�）�、�デ�

ザイナー�（制作）�の役割に分担�し�、それぞれの子どもたち�が、�

自分の役割の責任を果た�し�、チームワークよろ�し�く、かっこ�

いいＴシャツがたくさん誕�生�し�ている。�谷野先生は、�「震災10

年を、過去の悲�し�みより未来の明るさに�目をむけられる節目�

に�し�たい」と話�し�ていた。そんな明るい�感性は、壁面になら�

んだＴシャツからも十分に�伝わってくる。子どもたちの�ワイ�

ワイガヤガヤというにぎや�かな声が聞こえてきそうであ�った。�

子どもたちの未来は、いつ�でも明るくなければならない�、そ�

んな願いが、子どもたちに�も伝わった取り組みである。�

天井から吊られたシンボルバナ―�
幼稚園―元気いっぱい�
小学校―�
　神戸の未来はぼくらの未来�
　みんなの元気が神戸の元気�
中学校―�
　神戸の中学生、元気をとどけます。�
盲・聾・養護学校―�
　かがやけ、君のその姿�

当日の会場風景�

「WE LOVE KOBE」（鷹匠中学校）�

Tシャツ制作の様子（渚中学校）�

当時の絵日記（住吉中学校）�

1. 「見に来てほしい」�

2. 阪神淡路大震災を経験した美術の先生�

～中学校の「してきたコト。これからするコト…」～�
（第4回  神戸っ子アートフェスティバルから）�

―震災１０年  造形を通したメッセージ―�

兵庫県神戸市立須佐野中学校  西崎　渉�

　阪神淡路大震災では、た�くさんの学校が避難所とな�り、授�

業が再開されるまでかなり�の日数がかかっている。再�開され�

ても、満足に教室が使える�わけでもなく、また材料も�なかな�

かそろわないという劣悪な�教育環境に、私たちは立た�された�

のである。�し�か�し�気持ちだけは負けていなかっ�た。何とか図�

画工作や美術の授業を�し�ようと、奮闘努力�し�たのである。�

　アー�ト�フェスティバルは、�サブテーマを�「つくりだそう夢・�

未来・神戸」�と�し�ている。今年は、�「―震災10年　造形活動を�

通�し�たメッセージ―」�という一文が付け加えられ�た。�「神戸市�

の震災10年　神戸からの発�信『�し�てきたコ�ト�。これからする�

コ�ト�…』�」�を合い言葉と�し�た先生方の熱い思いの�こもった作品�

がならんだ。�

――　�当時住吉中学校に�いた小菅先生は　�――�

　小菅先生は、中学２年生�の子どもたちが描いた絵日�記を出�

品された。�「どう�し�ても描かせたかった。�周囲から反対の声も�

挙がっていたのだが――」�と小菅先生は当時を振り返�って言�

う。�「今�し�かない。これを残すの�は――」�と強い思いがあった�

のである。�

　ぐちゃぐちゃになってい�た準備室から画用紙と色鉛�筆だけ�

を取り出�し�、子どもたちに渡�し�て描かせた作品からは�、子ど�

もたちの静かでするどい観�察力が光っている。子ども�たちが、�

一人ひとりきちんと震災と�向き合っていたことがよく�わかる。�

　展覧会の間、新聞などに�も取り上げられ、当時絵日�記を描�

いた生徒の保護者が見に来�られた。感慨深そうに、じ�っと見�
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――　�伊川谷中学校米田先生�・長谷川先生は　�――�

　巨大な原寸大の仁王�像が展示された。鑑賞者を圧�倒する大�

きさである。総合的な�学習で２年生全員が制作にか�かわった。�

震災10年を意識�し�て制作されたものではない�と�し�ても、生徒�

のエネルギーを十分感じ�させるものである。校舎の�４階から�

吊られた作品の全景写�真には、驚くばかりだが、何�よりも注�

目�し�たいのは、なぜ仁王像なの�かということだ。そ�し�て、な�

ぜ震災10年の節目にこ�の作品が、展示されることに�なったの�

か――。私は、縁を感じ�るのだ。偶然なのかも�し�れないが、�

自然災害であった震災�に対�し�て、人間を超越�し�たところの怒�

りの表現と�し�て解釈するのは、突拍子�もないことなのだろう�

か。図画工作や美術の�授業から生まれた子どもたち�の作品が、�

当初の意図とは別に、�時と�し�て時代そのものを表�し�ていたり、�

個を超えた何か大きな�インス�ピ�レ�ーションを引き起こすこ�と�

があるが、この仁王像�の作品からもそのことを感じ�るのであ�

る。�

　伊川谷中学校では、�全校をあげて、竹を切り、ろ�うそくを�

とも�し�、グラウン�ド�に「いのち」という文字�を浮かびあがら�

せるというインスタ�レ�ーションも行われた。�

直後のボランティアの方に�よる支援は、本当に温かい�人情味�

あふれるものであった。私�の勤めている須佐野中学校�は、神�

戸の下町にある。震災当時�は、体育館や教室が避難所�となり、�

生徒の中には、数か月間こ�こで生活�し�た者もいる。�し�か�し�月�

日が経つに連れて、人と人�のつながりが薄くなり、若�い人が�

どんどん地域から出ていっ�て寂�し�くなるという声が届き始め�

ていた。�

　そんなときに、総合的な�学習「郷土と美術の写真」�の関連�

で、震災後大事にされた人�と人のつながりをもう一度�考える�

という試みから、中学２年�生の子どもたちにカメラを�渡�し�、�

この街を好きな人を撮る、�インタ�ビ�ューをするという学習を�

展開�し�た。�

　�

　�

――「この街が�好きな人100人集めよう」――�

　震災後、地球市民と�いうことばが生まれたことか�らもわか�

るが、震災を通�し�て強くなった人と人のつな�がりが、神戸の�

街の復興の原動力とな�ったことは、周知の事実であ�る。震災�

　子どもたちの撮ってきた�写真には、いい笑顔があっ�た。人�

は人の笑顔で元気になる、�そんなあたりまえのことが�形とな�

って現れた。この街の好き�なところが、どんどん出て�きて、�

そのよさを再発見�し�、またそれを共有できる喜�びが子どもた�

ちにあったことは、言うま�でもない。�

――「手のひらを�太陽に」プロジェク�ト�　�――�

　今、生かされているいの�ちは、だれかのいのちを生�かすこ�

とができるという信念が私�にはある。震災後、いのち�という�

ことばにとても敏感になっ�ている。受験を前に�し�た中学３年�

生にこのいのちをテーマと�し�た授業を考えていたとき�、新潟�

中越地震が起きた。ＴＶに�映る画面が、10年前を呼び�起こす。�

大きな災害で悲�し�い思いを�し�ている人たちの心を元気�づけた�

くて、11月末から３年生の�授業で制作�し�た。今年何度となく�

耳に�し�ていた明るい「手のひらを�太陽にすか�し�てみれば、真�

っ赤に流れるぼくの血潮、�みんなみんな生きているん�だ、友�

だちなんだ」�のフ�レ�ーズと結びついて、�「手のひらを太陽に」�

プロジェク�ト�が生まれた。�

　子どもたちは、�この授業に乗った。�スタイロフォーム�（硬質�

の�発�泡�素�材�）�を�ス�チ�ロ�ー�ル�カ�ッ�タ�ー�で�切�る�と�い�う�新�鮮�な�造�形�

行為や、見てくれるたくさ�んの人を励ますんだという�意思が�

授業中に広がった。そ�し�ていつのまにか、制作する�ことで、�

子どもたち自身の心がた�くま�し�く成長�し�ていたことに気づき、�

そ�し�て何よりも子どもたちが癒�されていることがわかったの�

である。�

――　�いのちのかたち�　�12　�――�

　やはり、震災10年をテ�ーマと�し�て、選択授業で美術を選ん�

だ子どもたちが制作�し�た作品である。�

　�「�『いのち』�ということばを使うとき、�どんなとき？」�。子ど�

もたちは、いのちという�ことばにつながる文を一人�ずつ考え�

た。�「い�の�ち�が�イ�チ�バ�ン」�、�「い�の�ち�が�輝�く」�、�「い�の�ち�を�燃�や�

す」――、たくさん出て�きた。神戸の人たちは、１�月17日、�

この「いのち」というこ�とばをかみ�し�める。かみ�し�めてまた�

歩きだす。造形を通�し�て「いのち」というこ�とばを子どもた�

ちの心に残�し�たいという思いから、こ�の制作が始まった。い�

のちの形は、�難�し�い。�子どもたちは、�「どんな形を�し�ているの�

だろう」と頭をひねり、�時には思いつくままに、形�を組み合�

わせていった。最初につ�くったいのちにつながる文�のイメー�

ジに近づけようと努力�し�た。�

　黒のスチ�レ�ンボー�ド�に展示された12点の作�品は、一編の詩�

のようになった。また目�に飛び込んでくる抽象的な�レ�リーフ�

の色と形とその下に続く�文字が、ことば遊びのよう�なリズム�

を生んだ。見に来てくれ�た人が、口ずさんでくれて�いたらう�

れ�し�い。�「い�の�ち�が�生�ま�れ�る、い�の�ち�が�弾�む、い�の�ち�を�慈�し�

む、いのちを育む、いの�ちを守る、いのちが燃える�――、い�

のちを励ます」心が悲�し�いまでも美�し�く澄んでいくのは、私�

だけなのだろうか。�

　�

　�

　第４回アー�ト�フェスティバルは、無�事に終わった。私は、�

神戸の図画工作や美術の�先生方の頑張りをいつでも�誇りに思�

っている。このアー�ト�フェスティバルは、こ�こに至るまで、�

私たちの先輩方による多大�な尽力があった。各校種で別�々に�

開催されていた造形展をひ�とつにまとめたことで、幼・�小・�

中・盲聾養護学校との連携�の重要性が見えてきた。�

　県立美術館のギャラリー�という器のすばら�し�さも幸い�し�て�

いる。実施する上で、何度�も企画運営委員会が開かれ、�テー�

マが決まり、各校種で動き�出すというシステムもできあ�がっ�

た。だからこそ、子どもた�ちの作品から生きている喜び�が発�

信されるのである。�

　ところで広島や長崎が戦�争に対する悲�し�みや怒り、戦争の�

悲惨な中から立ち上がって�きた人間の英知を発信続ける�街で�

あるなら、神戸は、あの震�災を通�し�てやはり人間のいのちの�

輝きを、災害に負けない人�間の不屈の精神を発信�し�続けなけ�

ればならない使命があると�思うのだ。この街の教育の根�底に�

は、そんな思いが込められ�ているのだとも感じている。�なら�

ば、図画工作や美術の授業�で、そのことを考え、そのこ�とを�

テーマと�し�た授業を研究・発信�し�なければならないとも考え�

る。�

　アー�ト�フェスティバルで子ども�たちからもらった、生きて�

いる喜びを、いのちの輝き�のすごさを、今日も授業で子�ども�

たちに返�し�ていこう――そんな思�いがふつふつとわいてきた�

ところで、終わりにする。� （に�し�ざき　わたる）�

巨大な仁王像の展示（伊川谷中学校）�

「この街が好きな人100人集めよう」より�

「手のひらを太陽に」�
プロジェクトより�

「いのちのかたち 12」�

3. わたしの学校の取り組み�
4. おわりに�

第4回  神戸っ子アートフェスティバル�

●会期：平成17年１月25日（火）～30日（日）�

●会場：兵庫県立美術館「芸術の館」ギャラリー�

●全神戸市立幼稚園、小学校、中学校、�

�盲・聾・養護学校の造形展�

●出品点数：約5,000点�

●鑑賞者数：約19,000人�
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●教科書の�世界�

　中学校美術の教科書�は、表紙や裏表紙を含めても�１冊44ペ�

ージ、�３冊の合計でも132ページで�す。�中学校の９教科の中で�

最も少ないページ数で�あり、その文章の量だけを取�り上げて�

みると、他との比較に�ならないほどです。�し�か�し�、平均する�

と１冊あたり250点を超�える写真や図版は、�９教科中、�群を抜�

いています。�

　このような教科書は�、我が国の教科書の影響を受�けている�

と言われるアジアのい�くつかの国を除くと、世界中�を探�し�て�

もそう簡単には見つか�りません。そ�し�て、それが中学生のも�

のであろうと作家のも�のであろうと、掲載されたひ�とつの作�

品には、つくった人の�思いやその時代の息吹、表現�を支える�

物や技術など、実に多�彩な要素が含まれます。そう�なると、�

わずか44ページとはい�え、そこに示される世界の広�さは計り�

知れません。�

●中学生の�造形環境�

　�し�か�し�ながら、太古の造形から現代�のポップカルチャーま�

で、数万年に及ぶ人間�の営みを凝縮することは、1000点の図�

版を用いても簡単なこ�とではありません。今回、私�たちが教�

科書の基本的なコンセ�プ�ト�を練りあげ、題材を設定�し�、作品�

を選択する上で、最初�に考えたことは、現在の中学�生が今ど�

のような造形環境にあ�るか、という問題です。�

　「漫画」が中学校の�教科書に登場�し�、社会的な関心を集め�

てからすでに4年が経過�し�ま�し�た。�また、�写真やＣＧによる学�

習も普及�し�てきま�し�た。このように、中学生の�実生活に比較�

的近いところにある造形が�学習の内容あるいは方法と�し�て取�

り上げられながら、はた�し�てそれらに関わる中学生の�姿勢に�

変化はあったので�し�ょうか。�

　漫画やアニメーションが�現代の日本文化を象徴する�ものと�

し�て海外で高く評価され、�ＣＧを用いたゲームはます�ます精�

巧になり、�「食玩」�に代表されるフィギュアは造�形芸術と�し�て�

の地位を得ようと�し�ています。このような刺激�的な造形環境�

にある中学生は、それらを�楽�し�み、自分たちの領分と�し�てい�

るかのように見えます。�し�か�し�、少�し�掘り下げて観察�し�てみ�

ると、大衆文化の消費者と�し�て、大人たちの巧妙な宣�伝に右�

往左往させらている中学生�の姿がそこにあります。�

●判断力のた�めに�

　自分で論評をすることや�、価値判断することを好ま�ない、�

む�し�ろ苦手とする傾向が私たちの�社会にはあるようです。故�

に、ブラン�ド�や流行が幅を利かせ、マス�メディアから絶え間�

なく流される宣伝は大きな�影響力を持つことになりま�す。確�

かに、我々大人にとっても�自分自身の価値基準をつく�り上げ、�

それによって行動すること�は難�し�いことです。また、それが�

偏狭であったり、独善的で�あったり�し�てはなりません。�

　中学校の段階は、一生を�通�し�て育て上げていく判断�力や自�

身の価値基準の土台を築く�ときであると言えます。そ�れだけ�

に中学生に手渡すものは、�質の高さはもちろんのこと�、多様�

性を持つものであるべきで�す。�

●Ａ4判の意味�

　今回の教科書はＡ４判を�採用�し�ま�し�た。多いとは言えない�

ページを有効に活用�し�、質の高い、多様性のあ�る学びを保障�

する題材や作品を提示する�ためには、Ｂ５判からＡ４�判への�

移行は当然の判断であった�と思います。それは、単に�掲載作�

品の大きさの問題だけでは�ありません。�ひとつの題材が成立�

する上で必要な要�素、例えば学習の目標�を明示すること、学�

習の方法や表現の�手立てをわかりやすく�示すこと、他の題材�

との関連や発展的�な学習を促すための知�識情報を豊富にする�

こと�など、まさに質と多様性のた�めの大型化です。�

●「1」�「2・�3上」�「2・3下」の関係�

　かつての�『�美術２』�『美術３』�が�『美術２・３上』�『美術２・�

３下』となり、中学校２�年時にこの２冊を配本する�システム�

が採用されてから、今回�は４回目の改訂となります�。�し�か�し�

ながら、�「上」�「下」�２冊の扱いには未だあいま�いさが残ってい�

ます。そこで今回の改訂�では、その関係をはっきり�させると�

ともに、同時に２冊配本�というシステムを学習の深�まりと多�

様性に活かすことに�し�ま�し�た。�

　まず、�『美術２・３上�』�では、表現題材に多�くのページを割�

き、�『美術２・３下』�では、�「上」�で学んだ内容を深め�たり、発�

展させたりする鑑�賞題材を中心に�し�て構成�し�ま�し�た。�限られ�

た授業時間の中で、質の�高さと多様性を確保�し�、学習の深ま�

りを求めるには、学年を�超えて題材の関連性を考え�た授業を�

計画する必要があります�。�

　また、�「上」�「下」�の関係を明確にすることは�、�『美術１』�の学�

習目的を明らかにするこ�とでもあります。それは入�学�し�たば�

かりの中学校１年生が、�期待と希望、そ�し�て意欲を持って中�

学校美術の扉を開くこと�ができるようにすることで�す。�『美術�

１』の最初には、�小学校図画工作での�学習と中学校美術での�

学�び�を�関�連�付�け�て�考�え�る�ペ�ー�ジ�を�設�定�し�ま�し�た。�「�造�形�あ�そ�

び�」�な�ど、小�学�校�で�の�伸�び�や�か�な�造�形�表�現�の�体�験�を�振�り�返�り、�

その自信を中学校美術の�学習意欲へと育ててほ�し�いのです。�

●日本、�アジア、�西洋そ�し�て現在�

　�ビ�ジュアルポップカルチャー�世代である中学生の学習にポ�

ップカルチャーそのもの�を生かすことは、単に興味�関心の問�

題だけではありません。�現在という時代とどのよう�に関わり�

合うのかという学びの基�本的な問題でもあります。�し�か�し�、�

それは目前にあるものだ�けを対象とするだけで答え�を得られ�

るものではありません。�

　今回は、�多くのポップカルチ�ャーとともに、墨に�よる表現�

の学習や、日本画�についての基礎的な�知識とともに鑑賞を深�

める題材など、日本�の美術や伝統も多く�取り上げま�し�た。�日�

常的にそれらと触れる機会�の少なくなった中学生にとっ�ては、�

む�し�ろ新�し�い世界かも�し�れません。�

　また、アジアの美術も充�実�し�ま�し�た。日本の美術をアジア�

という枠の中で見ることは�、新鮮な発見と出会いを中学�生に�

もたら�し�てくれます。さらに、美�術の歴史を学ぶページでは、�

日本、アジア、西洋の美術�の関連や違いを比較�し�ながら学習�

できるように�し�ています。�

　これらはまさに現在とい�う時代と自分との関わりを広�げ、�

深めさせることにその目的�があります。美術の歴史を人�間の�

歴史と�し�て学ぶとき、その終着点�は、現在を生きる私たちに�

結実するのです。そ�し�て、中学校３年間の学習の�締めくくり�

と�し�て、�『美術２・３下』�の最後では、美術の授業�で学ぶ力と�

は何か、それを生かすとは�どのようなことかを考える未�来の�

ためのページを設定�し�ています。�

●教科書新時�代�

　教科書に対する社会の関�心はますます高まっています�。そ�

れは学習内容の質や量につ�いての関心だけではありませ�ん。�

社会全体の知の集積と�し�て教科書の存在を捉え直�そうとする�

時代にあるのです。�

　教科書は、生徒が学びや�すく、先生方が活用�し�易いもので�

あることが第一です。�し�か�し�、教科書にはもうひとつ大�切な�

意味があると思っています�。それは、中学校３年間の学�習だ�

けのものではあってはなら�ないということです。学習指�導要�

領�が�美�術�科�の�目�標�とし�て�い�る「美�術�を�愛�好�す�る�心�情�を�育�て�

る」�、�「心�豊�か�に�生�き�る�こ�と�と�美�術�と�の�か�か�わ�り�に�関�心�を�持�

つ」ことの具体的な形と�し�て、中学生が卒業後も手元に�置い�

ておきたい本であるべきだ�と思うのです。教科書が社会�の文�

化リソースのひとつと�し�て広く長く活用される、�「教科書新時�

代」であってほ�し�いと願っています。�（おおつぼ　けいすけ）�

「美術室の時計」  生徒作品�
（神奈川県）�

平成18年度用�
開隆堂中学校美術科教科書（表紙）�

「ドラムスと私」  生徒作品（埼玉県）�

※作品だけを示すのではなく、美術が常に人とともにある姿を示しています。�

教科書新時代�

武蔵野美術大学教授  大坪  圭輔（著者代表）�
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　  小学校「図画工作」と中学校「美術」の連携を大切にしています。�

　　開隆堂版美術科教科書では、小学校「図画工作」から中学校「美術」への導入を丁寧に扱っています。　�

　　「美術１」では、巻頭の見開き３ページにわたって図画工作科学習活動の振り返りと、中学校美術科での�

　　成長した姿を同時に提示し、学習の見通しを見せています。また本題材では、小学校で学んだ技法を使った�

　　美術科での作品を提示し、生徒が親しみと憧れをもって美術の学習に主体的に取り組み、表現する喜びや楽�

　　しさを味わうことができるようになっています。�

　  魅力ある題材を、発達段階にあわせて系統的に配列しました。�

　　それぞれの題材に学年を横断して系統性を持たせることによって、「美術１」で�

　　学習した内容を「美術２・３上」で深め、同時に「美術２・３下」で整理・発展�

　　させることができるようにしました。　�

　　巻末に見応えのある充実した大型鑑賞資料を完備しました。�
　　　　　 ・「色彩ホームページ」（１／２・３上）美術学習の基礎・基本である色彩について、２学年にわたって、�

　　　　　　　　色相環から日本の伝統色まで充実した内容を扱ってあります。�

・「西洋美術の歩み」（２・３上）原始から近代までの西洋美術の流れが一覧できます。�

　　・「絵で見る人々の物語」（２・３上）西洋と日本の群像表現を鑑賞します。�

　　・「美術がある、今がある、未来がある」（２・３下）ガウディをとり上げ、生活の中�

　　　に息づく美術を考えます。�

　　・「美術史」（２・３下）日本、アジア、西洋の詳細な美術の流れ。�

　 ・「くらしの中のアーティスト」（２・３下）美術で培った力が日常の生活に生きているこ�

とを市井の人の姿に見る、中学生のためのキャリアガイダンス。�

　　「美術2・3上」と「美術2・3下」で表現と鑑賞の立体的な相互関連が図れるようになりました。�
　　「美術２・３上」「美術２・３下」の２分冊は、２年生の４月に同時配本されます。「上」「下」の順序性はなく、�

　　２分冊の内容を２年間で扱うことになっています。そこで２分冊の目的を、それぞれ表現題材中心（「２・３上」）�

　　と鑑賞題材中心（「２・３下」）ように明確にすると同時に、お互いの題材には有機的・系統的な関連性を持たせて�

　　いますので、分冊ごとに学ぶだけではなく、２分冊を同時に参照しながらの学習ができるようにしてあります。�

（１ 「図画工作から美術へ」）�

（１）�

「心通う風景」�
・好きな風景や場所を描く。�

「風景に思いを込めて」�
・構成や色彩を工夫�
　して、心象的な風�
　景も含めて描く。�

・想像や空想した�
　世界の風景など�
　を描く。�

・墨を使っての�
　表現を学ぶ。�

・日本やアジアの�
　伝統的な工芸の�
　姿を学ぶ。�

・日本画と伝統的�
　な水墨画の作家�
　作品鑑賞�

・日本の伝統的な�
　技を学び、制作�
　する。�

（2・3上）� （2・3下 ）�

（１/2･3上「色彩ホームページ」）�

（2･3上「絵で見る人々の物語」）� （2･3下「美術史の流れ」）�
（2･3下「くらしの�
中のアーティスト」）�

（2･3下「美術がある、今がある、未来がある」）�（2･3上「西洋美術の歩み」）�

「空想の世界を描く」�

「遠近法のしくみ」�
・作家作品を鑑賞しながら、�
　風景画の遠近法や奥行き表現�
　を学ぶ。�

・形や色彩を直接的に使っ�
　て、自分の思いを描く。�

「抽象への道」�

（１ 「表現の始まり」）�

（2･3下 「日本画の色」）� （2･3下 「アジアの工芸」）�

（2･3上「水墨の世界」）� （2･3上 「伝統の技を学ぶ」）�

（１ 「光は友達」）�

1

2

3

4
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（2・3下「版画の可能性」）�

（2・3上�
「私・わたし・僕・自分」）�

（2・3下「これからのデザイン」）�

（１「図画工作から美術へ」）�

小学生の作品�

（2・3上「やさしさのデザイン」）�

（１「色彩ホームページ」）�

（2・3上「色彩ホームページ」）�

（2・3下「これからのデザイン」）�

（１「素材の魅力」�
　 授業風景）�

（１「学校ファンタジーランド」展示風景）�

（2･3上「彫刻が語る物語」　�
�　　　　　作家の制作風景）�

小学校での活動風景�

中学生の作品�

（１ 「広がる形や色」）�

開隆堂版「美術」教科書の特徴 Q ＆ A

Q1

A1

Q2

A2

Q3

A3

Q4

A4

Q5

A5

Q6

A6

　　美術の学習で素晴ら�し�い作品をつくり上げたり、�鑑賞力�

をつけることは大事なこ�とですが、表現と鑑賞を通�し�て、今�

中学生と�し�て過ご�し�ている日々の生活だけでな�く、生涯にわ�

たっての生活を豊かに�し�たり、美�し�さに感動する力を培うこ�

とも大切と考えています�。教科書での示�し�方はどうなってい�

ますか。�

　　仰るとおりです。中�学生の等身大の美術学習のあ�り方を�

考えたとき、美術の学習�で学んだことを身のまわりへ�と発展�

させていくことが大切だ�と考えています。�

　�開隆堂版「美術�」教科書では、�「美術２・３上」�「美術２・�

３下」�をそれぞれ表現活動�（生徒作品）�重視、鑑賞活動�（作家作�

品）�重視と性格づけ、�それまでに身につけ�た技能を実際の生活�

の中で生か�し�たり、その技能がど�う美術と�し�て社会に生かさ�

れているのかを考�察�し�たりできるようになって�います。�

　　実際の授業では、ど�のような制作活動を行うのか�も生徒�

たちの興味・関心が高い�ところです。また、作家作品�だけで�

なく、作家の人物像やそ�の制作風景などにも中学生は�興味を�

持っています。教科書で�は作品以外の内容についてど�のよう�

に取り上げていますか。�

　　美術の学習が作品づ�くりという一面だけでないこ�とを中�

学生たちに受け止めても�らえる工夫と�し�て、活動風景なども�

重視�し�ています。�開隆堂版「美術」教科�書は、実際の中学校�

の授業現場で撮影�し�ていますので、共感�を呼ぶ生き生きと�し�

た授業の風景写真�を掲載�し�ています。�また、作家の肖像写真�

や制作風景、制作にまつ�わる言葉なども豊富に掲載す�ること�

で、作家のエネルギーを�伝えるとともに、中学校の興�味に応�

え、美術の学習に意欲的�に関わることのできる配慮を�し�てい�

ます。�

　　美術の学習の大切な�基礎基本に色彩についての学�習があ�

ります。小学校で詳細に�は扱わないとのことなので、�中学校�

の美術ではある程度体系�的に扱うことが必要になりま�す。教�

科書での扱いはどうなっ�ていますか。�

　　美術は、突き詰めて�いくと、形と色の学習です。�色彩は�

日常生活の中のさまざま�な場面で必要とされる知識で�あり、�

系統的に進める方が理解�し�やすいことから、�開隆堂版�「美術」�

科教科書では色彩�学習の資料性を高めて�充実�し�、�「美術１」�「美�

術２・３上」の２�巻にわたって巻末見開�き２ページにまとめ�、�

系統的に示�し�ま�し�た。�学習のあらゆる場面です�ぐに参照でき�

る資料と�し�て、また日本画で使用される�岩絵の具や、日本古�

来の伝統色の解説など、�中学生の興味を引く内容も盛�り込ん�

であります。�

　　中学校「美術」で�は、小学校「図画工作」でも�経験�し�て�

きた、かいたりつくり�出�し�たりする喜びを生徒たち�に味わわ�

せながら、中学生と�し�て主体的に学習に取り組ませ�ていきた�

いと思います。どのよ�うな工夫がありますか。�

　　主体的な活動を促�すには、学習の目標が明確で�あること�

が必要です。中学生は�、自分の学ぶ目標が明確であ�れば、自�

分のめやすを持って活�動に取り組んでいくことがで�きます。�

開隆堂版「美術�」教科書では、全て�の題材に学習の目標が�明�

記されています�。�学習の目標は�「関心・意欲・態�度」�、�「発想・�

構想」�、�「創造的な技能�」�「鑑賞」�の４観点別に示され�ています�

ので、生徒は具体的な�学習のイメージを持って活動�に取り組�

め、学びやすい教科書�となっています　また、この�４観点は、�

指導者にとっては指導�の目安ともなりますので、授�業を構造�

化・説明の際に重要な�要素となり、教えやすい教科�書ともな�

っています。�

　　小学校で学んでき�た図画工作の力の上に、発達�段階に応�

じ�て美術の力をつけさせたい�と思っています。どのような�工�

夫がありますか。�

　　小学校図画工作科�で培った発想・構想や造形の�力などの�

上に美術科の学習があ�るとすれば、その関連性を示�すことが�

特に�「美術１」�では大切な意味を持ちます。�開隆堂版�「美術」�

教科書では「美術１」�の巻頭3ページを使って、�「図画工作か�

ら美術へ」とい�うページを設け、小�・中学校の作品および�活�

動を並列に扱い�、小学校での学習の�振り返りとこれから展�開�

し�ていく美術の世界へ�の関連を示�し�てあります。小学校で�の�

自信と中学美術�への学習意欲につな�げていく工夫です。�

　　美術の表現活動に�かけられる実質時間がとても�足りない、�

と感�じ�ています。表現活動に�取り組める時間を充実させる�手�

立てはないで�し�ょうか。�

　　美術の学習では、�準備や後片付けにも時間がか�かります。�

表�現�活�動�に�取�り�組�む�実�質�時�間�を�充�実�さ�せ�る�た�め�に�開�隆�堂�版�

「美術」教科書�では、制作の手順や�構想・発想のヒン�ト�など�

を豊富に掲載す�ることにより、�生徒が自主的、主体的に関�わ�

ることができるように�し�てあります。�
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「文字を創る」�
小学校５年生�

女子�

指導と自由…2つの自由�

絵画教室「アトリエ・コパン」主宰・�
宮城教育大学非常勤講師�

新妻  健悦�

　吾輩は、故種村季弘�先生を、門司港駅にお迎え�し�たのであ�

る。�

　門司港駅は、1914年�の建築で、世にも珍�し�いパンプキン様�

式の駅舎で有名である�。90年のあいだに、港は夢の�ように繁�

栄�し�、夢のように衰退�し�た。戦争も、大水害もあっ�た。�

「見るべきほどのもの�は見た。�」�

　月日を経た駅舎は、�おだやかな光のなかで、そう�言って笑�

っているように見える�。�

　�「�先�生�！�お�元�気�そ�う�で�す�ね。な�ん�だ�か�若�返�ら�れ�た�み�た�い�で�

す。�」�

　�「錬金術では、�死は再生への第一歩に過ぎな�いのだからにゃ�

あ。温泉は、母にゃる�地球の胎水であり、十月もす�りゃあ、�

生まれかわりますよ。�」�

　�「足もおありだ�し�、�お声以外には、�ほんとうに何も変わり�ま�

せん。�」�

　�「生きるの死ぬのって、�人は大騒ぎするけれど�、�死んで見る�

と、それほど違いはに�ゃいものです。何年も何年も�かかって、�

体がだんだん軽くなっ�て、ある日、ふわっと浮遊す�るんです�

ね。�」�

　荷物�（何も持っておられない�のだが）�を置いて、ひと休み�し�

くれるのである。�

　種村先生をホテルにご案�内�し�て、吾輩は桟橋通りバ�ス停か�

ら西鉄バスに乗って、�「カボチャ�ド�キヤ国立美術館」�に戻った�

の�で�あ�る。な�に�し�ろ�明�日�は、�「カ�ボ�チ�ャ�ド�キ�ヤ�国�立�博�物�館」�

で、�「上々颱風」のライブ�コンサー�ト�が行われるのである。�

　�「上々颱風」�が、ミュージカル�「�阿国」�の小倉公演のついで�

に、�「カボチャ�ド�キヤ国立美術館」�で歌い踊ってくれる、とい�

うのである。�

　バカ館長である吾輩は、�歓迎のクス玉を造ったり、�庭の隅�

に仮設�ト�イ�レ�の穴を掘ったりと、なかな�か忙�し�いのである。�

　夕刻、吾輩は谷町バス停�から西鉄バスに乗って、種�村先生�

をお尋ね�し�たのである。�

　�「いやあ、�よく寝た。�おなかへったにゃ。�ビ�ール飲みたいに�

ゃ。�」�

　�「�死�ん�で�も、ご�飯�食�べ�た�り、�ビ�ー�ル�を�飲�ん�だ�り�す�る�の�で�す�

か？」�

　�「�生�き�て�た�時�よ�り�う�ま�い�く�ら�い�さ。糞�も�出�る�し�、小�便�も�す�

る。ふぐが食いてえにゃ。�」�

　�「�じ�ゃ、�『温泉連絡船』で唐戸に�渡りますか？」�

　�「�『温泉連絡船』？」�

たいと言われるので、�吾輩は種村先生をカボチ�

ャ�ド�キ�ヤ�随�一�の�高�級�ホ�テ�ル「ハ�ー�レ�ム�・�ホ�テ�

ル」にご案内�し�たのである。�

　むか�し�、�門司港が賑っていたこ�ろ、�「門司の王�

様」と呼ばれた大親分�がいたそうな。７つの海�

を渡ってきた７人の美�女を、７つの美�し�い館に�

住まわせて、７日のあ�いだにひとめぐり。おも�

し�ろおか�し�く暮ら�し�たそうな。�

　そりゃまあ、おも�し�ろおか�し�くてたまらなか�

っただろうが、その７�つの美�し�い館をホテルに�

し�たのが、�「ハー�レ�ム・ホテル」である。�

　１日の宿泊客は、７�組に限られる。泊まった�

館に応�じ�て、食事も、日本料理、中華�料理、イ�

ン�ド�料理、アラ�ビ�ア料理、ロシア料理、�ト�ルコ�

料理、フランス料理と�、ちがった料理が供され�

る。調度はもちろん、�メイ�ド�もそれぞれの国籍�

の女性を使う、といっ�た贅沢ぶりである。故人�

であろうが何であろう�が、金さえ払えば泊めて�

シ�ャン�シャ�ン�タイ�フ�ーン�

　�「�今�日�は�好�き�な�よ�う�に�自�由�に�ね�！」な�ど�と�話�そ�う�も�の�な�ら、�

子どもたちからは一斉に�歓声が上がります。一見、�彼らの主�

体性を刺激�し�意欲をそそる光景のよう�に見えます。�し�か�し�、�

一方では「指導の意義が�揺らぐ」の声となることも�あり、以�

前から燻るこの問題をあ�えて取り上げてみま�し�た。�

　造形活動ではオリジナ�リティーが称揚され「自分�の好きな�

ように―自由につくる」�が前提とされます。�「自由」�はとても�

魅力的な響きを持ち、創�造性と対句のように扱われ�も�し�ます。�

　ところで、子どもたち�が歓声を上げるその「自由�」には、�

実は、２つの相違が考え�られますが、�し�ば�し�ば混同されてい�

るようです。１つ目は、�他者の干渉を受けずに自分�で好きな�

ようにつくる「不可侵の�自由」であり、２つ目はイ�メージや�

コンセプ�ト�など「制作内容が自立�し�ているという自由」です�。�

この両者の「自由」は、�国家や制度下における社会�的存在と�

し�ての人間に関わる自由と、個�的存在と�し�ての人間の内部に�

起因する自由とに分けて�考えることができます。�

　実際の制作の様子では�、心の解放と等�し�く自由を欲�し�て開�

始されますが、意外にも�、いつものパターン化・硬�直化�し�た�

形象を繰り返�し�ます。手が覚えたかき�慣れた形象等、自分の�

保身に沿う内容となって�いくようです。私たちの脳�の中に誕�

生時より構築�し�続けてきた生存に関わ�る視覚情報処理のシス�

テムが強く影響するため�で�し�ょう。また他者への伝�達や評価�

に捉われた内容となるの�も、一方ではその像が社会�的な合意�

像と�し�て作用するからと考えられ�ます。気持ちは自由であっ�

ても「不自由な内容」へと�閉ざされていることに気がつ�きま�

せん。�

　さて問題の「指導」です�が、学ぶ・知ることからは世�界の�

枠組の拡大が提示されます�。技法・技能の習得も拡大の�方法�

やツールと�し�て有用です。そのため指導�ではつい枠組の獲得�

だけを急ぎ、それが教育の�最終目標となりがちです。�し�か�し�、�

やわらかい枠組で成り立つ�造形活動では、本来、社会的�存在�

者と�し�ての立場と同時に、個的存�在者と�し�ての自由への志向�

が認められます。教育は、�一人の人間の中で揺れ動くこ�の２�

つの立場について配慮する�必要があるで�し�ょう。確かに、従�

来からの基礎・基本の内容�は社会に有益な観点によるも�ので�

すが、個人に添う内容も無�視できません。そのためには�個々�

が獲得�し�た枠組を大きく緩めてあ�げるような教材開発、教授�

法の見直�し�も必要で、また既得枠�の価値を転換する発想法も�

効果があるようです。肝要�なのは、新�し�い枠組�（世界）�の提示�

と同時に、その枠を壊すこ�とも辞さない外へと向かう探�究心�

を後押�し�することで�し�ょう。探究心は創造性を牽�引�し�、精神�

の冒険を促�し�ます。指導によって「自由�」が覚醒されるとす�

れば、教育の使命の深部に�は「自由への保証」が隠され�てい�

ると考えられます。�

　私自身の活動歴を振り返�ると「制作内容が自立�し�ていると�

いう自由の獲得」を支援�し�てきたように思います。はじ�めは�

保身や合意像に縛られてい�た子どもたちも、やがて柔和�で夢�

中な姿に変わります。率直�に心を開き、�し�かも独創的で達成�

感にもますます貪欲となっ�ていくようです。それは探究�心旺�

盛な本来の子ども像と�し�て映ります。�「自由…」�の重要性は子�

どもたちの自己を大切に育�み成長�し�ていく様子から教えられ�

たように思います。�

（にいつま けんえつ）�

造形ピックア
ップ�

「かぼちゃのブリューゲル」油彩 1999年 164×178cm　カボチャドキヤ国立美術館（門司市）蔵　�
左下に見えているのが「温泉連絡船」。�

カボチャドキヤ国立美術館へのご招待�

「お泊まりは7人の美女の館」�
カボチャドキヤ美術館館長　トーナス・カボチャラダムス�

連 載� 第2回�


